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	第4章ではヘンプ不織布強化FRPの耐久性を向上させるために、セラック樹脂水溶液によりヘンプ不織布の表面処理を実施することで、樹脂が繊維束内に含浸しやすくなり、成形後の繊維／樹脂界面接着性が向上することを明らかにしている。またセラック処理がヘンプ不織布/不飽和ポリエステル複合材料において、繊維の吸水を抑制することが可能となり、ひいては耐久性が向上することを明らかにしている。
	第5章では、ジュートクロスを強化材とした複合材料のマトリックスとして2種類の熱可塑性樹脂を選定し、ジュートクロスにPET/EVAラミネートフィルムを積層することにより、力学特性が向上することを示している。
	第6章では、この研究の成果をまとめ、さらにそれらの結論の意味するところを吟味している。
	本研究においては、強化繊維としてジュートクロスやヘンプ不織布を用いて、マトリックス樹脂として不飽和ポリエステル樹脂や熱可塑性樹脂を使用した天然繊維含有複合材料を作製するための、天然繊維の乾燥条件や成形条件を明らかにした。また環境負荷を増加させずにジュートクロス強化FRPの高強度化を達成し、さらには天然繊維強化複合材料の耐久性を向上させる手法を明らかにすることで、天然繊維強化複合材料が強度部材へ展開できることを示した。

